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(57)【要約】
【課題】撮影前に、撮影対象に最適な設定を簡単に知る
ことができるようにする。
【解決手段】被写体の画像に対するオート設定情報に基
づいて、複数の設定情報からなる設定値リストが作成さ
れ、設定値リストの各設定情報を用いて撮像されて生成
されたサムネイル画像８１乃至８６が、撮像装置５１の
表示部７６に表示される。各サムネイル画像８１乃至８
６の下には、各サムネイル画像が撮像されたときの設定
情報がそれぞれ表示される。ユーザが１つのサムネイル
画像を選択すると、撮像装置５１の撮影設定が、選択さ
れたサムネイル画像が撮像されたときの設定情報が示す
設定値に変更される。本発明は、デジタルスティルカメ
ラに適用することができる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像された前記被写体の画像に対して決定される、撮影に関する複
数の設定値からなるオート撮影設定情報を取得する設定情報取得手段と、
　前記設定情報取得手段により取得された前記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１
つの設定値の値が近い設定値を有する、前記撮影に関する複数の設定値からなる撮影設定
情報のリストである設定情報リストを作成するリスト作成手段と、
　前記設定情報リストの前記撮影設定情報を用いて撮像された前記被写体の低解像度の画
像の一覧表示を制御する表示制御手段と
　を備える撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像装置における前記撮影に関する複数の設定を、前記一覧表示において選択され
た前記被写体の低解像度の画像に対応する前記撮影設定情報を用いて変更する撮像制御手
段をさらに備える
　請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記リスト作成手段は、予め記憶されている前記撮影設定情報の中から、前記オート撮
影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値が近い設定値を有する前記撮影設定情報
を複数選択して、前記設定情報リストを作成する
　請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記リスト作成手段は、前記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値
が近い設定値を有する前記撮影設定情報を複数作成して、前記設定情報リストを作成する
　請求項２に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記一覧表示に、前記被写体の低解像度の画像とともに、前記被
写体の低解像度の画像に対応する前記撮影設定情報も表示させる
　請求項２に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記撮像手段により前記被写体の画像が撮像されてから、前記被
写体の低解像度の画像の一覧表示を制御するまでの間、前記撮像手段により撮像された前
記被写体の画像の表示を制御する
　請求項２に記載の記録装置。
【請求項７】
　被写体を撮像する撮像手段を有する撮像装置が、
　前記撮像手段により撮像された前記被写体の画像に対して決定される、撮影に関する複
数の設定値からなるオート撮影設定情報を取得し、
　取得された前記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値が近い設定値
を有する、前記撮影に関する複数の設定値からなる撮影設定情報のリストである設定情報
リストを作成し、
　前記設定情報リストの前記撮影設定情報を用いて撮像された前記被写体の低解像度の画
像の一覧表示を制御するステップ
　を含む撮像方法。
【請求項８】
　被写体を撮像する撮像手段を有する撮像装置に、
　前記撮像手段により撮像された前記被写体の画像に対して決定される、撮影に関する複
数の設定値からなるオート撮影設定情報を取得し、
　取得された前記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値が近い設定値
を有する、前記撮影に関する複数の設定値からなる撮影設定情報のリストである設定情報
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リストを作成し、
　前記設定情報リストの前記撮影設定情報を用いて撮像された前記被写体の低解像度の画
像の一覧表示を制御するステップ
　を含む処理を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、撮影前に、撮影対象
に最適な設定を簡単に知ることができるようにした撮像装置および方法、並びにプログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルスティルカメラで写真を撮影する場合、ユーザは、「オート」のモードである
程度のクオリティの写真を撮影することができるようになったが、コントラストや明るさ
など、「もっとこうなってほしかった」と撮影後の写真を見て思うことも多い。
【０００３】
　これに対して、「オート」のモードではなく、「マニュアル」などのモードを使用する
ことにより、ユーザは、撮影前に、シャッタースピードやＦ値（絞り値）などを自分で自
由に設定することができる。しかしながら、設定に詳しくないユーザには、手間がかかり
すぎる。
【０００４】
　そこで、デジタルスティルカメラには、撮影前に、ユーザがこれらの設定を簡単に変更
できるように、「シーンセレクション」といったモードが設けられている。このモードは
、夜景、スノー、打ち上げ花火といった「シーン」をユーザが選択することで、各「シー
ン」に対して予めプリセットされた設定値に設定を簡単に切り替えることができる機能で
ある。
【０００５】
　この「シーンセレクション」モードの各「シーン」を使用することで、ユーザは、それ
ぞれの風景に合った写真を撮ることができることを知っている。しかしながら、実際の撮
影対象に対しては、撮影前に、どの「シーン」を使うことで、どのような写真が撮影でき
るのかが把握されていないことが多かった。
【０００６】
　なお、従来より、異なる露出値で複数枚の写真を連写撮影し、撮影後に、露出値の順に
一覧表示された中から、ユーザが実際に記録保存する画像を選択することが可能な技術は
存在する（例えば、特許文献１）。
【０００７】
　図１は、上述した技術を有する従来の撮像装置の構成例を表している。この撮像装置１
は、数百万画素の画像を、露出値を変えて複数枚実際に撮像し、撮像された画像をRAM１
３に一時保存し、サムネイル一覧を表示する。そして、撮像装置１は、その一覧の中から
ユーザにより選択されたサムネイルに対応する画像のみを、記録媒体２３に記録する。
【０００８】
　図１の撮像装置１は、撮像部１１、撮像制御部１２、RAM(Random Access Memory)１３
、ROM(Read Only Memory)１４、表示制御部１５、入力制御部１６、入力部１７、画像補
正部１８、サイズ変更部１９、JPEG(Joint Photographic Experts Group)エンコーダ２０
、JPEGデコーダ２１、記録再生処理部２２、記録媒体２３、および表示部２４で構成され
る。
【０００９】
　撮像部１１は、内蔵するCCD(Charge Coupled Device)やCMOS(Complementary Metal Oxi
de Semiconductor)センサなどの撮像素子上に被写体の画像を結像させ、撮像制御部１２
の制御のもと、撮像素子上に蓄積された画像をRAM１３に取り込む。このとき、撮像部１
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１は、記録用の数百万画素の画像（以下、通常画像と称する）と、表示部２４に表示する
ためのVGA（Video Graphics Array:640×480程度）の画像（以下、ＥＥ画像と称する）を
RAM１３に取り込む。
【００１０】
　撮像制御部１２は、入力制御部１６からのユーザの操作信号に対応する命令に基づいて
、シャッタースピードやＦ値（絞り値）、露出値などの撮影設定を変更したり、撮像部１
１の撮像を制御する。
【００１１】
　RAM１３は、撮像部１１からの通常画像やＥＥ画像、画像補正部１８による補正済の通
常画像、サイズ変更部１９による補正・リサイズ済の通常画像、およびリサイズ済のＥＥ
画像であるサムネイル画像などを一時的に保存する。ROM１４は、所定のプログラムなど
を記憶する。
【００１２】
　表示制御部１５は、入力制御部１６からのユーザの操作信号に対応する命令に基づいて
、RAM１３の画像を、表示部２４に表示させる。入力制御部１６は、入力部１７からのユ
ーザの操作信号に対応する各種命令を、対応する各部に供給する。入力部１７は、撮像装
置１の筐体に備えられるボタンおよびタッチパネルなどで構成され、ユーザの操作に対応
する信号を入力制御部１６に供給する。
【００１３】
　画像補正部１８は、RAM１３に取り込まれた通常画像に所定の補正を行う。サイズ変更
部１９は、RAM１３の補正済の通常画像に対してリサイズを行い、補正・リサイズ済の通
常画像を一時保存する。また、サイズ変更部１９は、RAM１３に取り込まれたＥＥ画像に
対して、サムネイル一覧用にリサイズを行い、リサイズ済ＥＥ画像（すなわち、サムネイ
ル画像）を一時保存する。
【００１４】
　JPEGエンコーダ２０は、入力制御部１６からのユーザの操作信号に対応する命令に基づ
いて、RAM１３の補正・リサイズ済の通常画像をJPEG形式で符号化し、符号化したJPEG画
像を記録再生処理部２２に供給する。JPEGデコーダ２１は、記録再生処理部２２により読
み出されたJPEG画像を復号し、RAM１３に一時保存する。
【００１５】
　記録再生処理部２２は、入力制御部１６からのユーザの操作信号に対応する命令に基づ
いて、JPEGエンコーダ２０により符号化されたJPEG画像を記録媒体２３に記録したり、記
録媒体２３に記録されているJPEG画像を読み出し、JPEGデコーダ２１に供給する。
【００１６】
　記録媒体２３は、内蔵されるHDD(Hard Disk Drive)や外付けのFRASHメモリなどで構成
され、画像を記録する。表示部２４は、液晶画面などからなり、RAM１３の画像を表示す
る。
【００１７】
　次に、図２のフローチャートを参照して、図１の撮像装置１による撮像記録処理につい
て説明する。例えば、図２の例においては、数百万画素の画像が、露出値を変えて複数枚
（例えば、６枚）撮像される場合を説明する。
【００１８】
　ユーザは、撮像装置１の図示せぬシャッターボタンを押す。これに対応して、ステップ
Ｓ１１において、撮像制御部１２は、露出値（例えば、６種類の露出値のうちの１つの露
出値）を設定する。ステップＳ１２において、撮像部１１は、撮像素子上に蓄積された画
像を通常画像としてRAM１３に取り込み、ステップＳ１３において、撮像素子上に蓄積さ
れた画像をＥＥ画像としてRAM１３に取り込む。
【００１９】
　ステップＳ１４において、画像補正部１８は、RAM１３に取り込まれた通常画像に所定
の補正を行う。サイズ変更部１９は、ステップＳ１５において、RAM１３の補正済の通常
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画像に対してリサイズを行い、ステップＳ１６において、補正・リサイズ済の通常画像を
RAM１３に一時保存する。
【００２０】
　また、サイズ変更部１９は、ステップＳ１７において、RAM１３に取り込まれたＥＥ画
像に対してリサイズを行い、ステップＳ１８において、リサイズ済のＥＥ画像であるサム
ネイル画像をRAM１３に一時保存する。
【００２１】
　撮像制御部１２は、ステップＳ１９において、すべての撮像が終了したか否かを判定す
る。例えば、まだ６種類の露出値による撮像を終えていないと判定された場合、処理は、
ステップＳ１１に戻り、それ以降の処理が繰り返される。すなわち、ステップＳ１１乃至
Ｓ１９の処理が６回繰り返され、その結果、RAM１３には、６枚もの補正・リサイズ済の
通常画像とサムネイル画像が一時保存される。
【００２２】
　一方、ステップＳ１９において、６種類の露出値による撮像が終了したと判定された場
合、処理は、ステップＳ２０に進む。
【００２３】
　ステップＳ２０において、表示制御部１５は、RAM１３に保存されているサムネイル画
像の一覧を表示部２４に表示させる。ユーザは、サムネイル画像の一覧から、所望の画像
を選択する。
【００２４】
　これに対応して、入力制御部１６から、ユーザの選択信号に対応する命令が入力される
ので、JPEGエンコーダ２０は、ステップＳ２１において、選択されたサムネイル画像に対
応する通常画像をJPEG形式でエンコードする。記録再生処理部４２は、ステップＳ２２に
おいて、エンコードされたJPEG画像を記録媒体２３に記録する。
【００２５】
　以上のように、撮像装置１においては、数百万画素の画像が、露出値を変えて複数枚実
際に撮像され、撮像された画像がRAM１３に一時保存され、サムネイル一覧が表示される
。そして、その一覧の中からユーザにより選択されたサムネイルに対応する画像のみが、
記録媒体２３に記録される。
【００２６】
　図３は、上述した技術を有する他の撮像装置の構成例を表している。この撮像装置３１
は、数百万画素の画像を、露出値を変えて複数枚実際に撮像し、撮像された画像を記録媒
体２３に記録し、サムネイル一覧を表示する。そして、撮像装置３１は、その一覧の中か
らユーザにより選択されなかったサムネイルに対応する画像を、記録媒体２３から削除す
る。
【００２７】
　すなわち、図３の撮像装置３１は、補正・リサイズ済の画像が１枚だけRAM１３に記憶
される点と、撮像された分の通常画像がJPEG画像として記録媒体２３に記録され、記録媒
体２３から、ユーザにより選択されなかったJPEG画像が削除される点が異なるだけであり
、その他の構成については、図１の撮像装置１と同じであり、その説明は繰り返しになる
ので省略する。
【００２８】
　次に、図４のフローチャートを参照して、図３の撮像装置３１による撮像記録処理につ
いて説明する。例えば、図４の例においては、数百万画素の画像が、露出値を変えて、複
数枚（例えば、６枚）撮像される場合を説明する。
【００２９】
　ユーザは、撮像装置３１の図示せぬシャッターボタンを押す。これに対応して、ステッ
プＳ３１において、撮像制御部１２は、露出値（例えば、６種類の露出値のうちの１つの
露出値）を設定する。ステップＳ３２において、撮像部１１は、撮像素子上に蓄積された
画像を通常画像としてRAM１３に取り込み、ステップＳ３３において、撮像素子上に蓄積
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された画像をＥＥ画像としてRAM１３に取り込む。
【００３０】
　ステップＳ３４において、画像補正部１８は、RAM１３に取り込まれた通常画像に所定
の補正を行う。サイズ変更部１９は、ステップＳ３５において、RAM１３の補正済の通常
画像に対してリサイズを行う。
【００３１】
　ステップＳ３６において、JPEGエンコーダ２０は、RAM１３の補正・リサイズ済の通常
画像をJPEG形式でエンコードし、ステップＳ３７において、記録再生処理部４２は、エン
コードされたJPEG画像を記録媒体２３に記録する。
【００３２】
　一方、サイズ変更部１９は、ステップＳ３８において、RAM１３に取り込まれたＥＥ画
像に対して、リサイズを行い、ステップＳ３９において、リサイズ済のＥＥ画像であるサ
ムネイル画像をRAM１３に一時保存する。
【００３３】
　撮像制御部１２は、ステップＳ４０において、すべての撮像が終了したか否かを判定す
る。例えば、まだ６種類の露出値による撮像を終えていないと判定された場合、処理は、
ステップＳ３１に戻り、それ以降の処理が繰り返される。すなわち、ステップＳ３１乃至
Ｓ４０の処理が６回繰り返され、その結果、記録媒体２３には、６枚ものJPEG画像が記録
される。
【００３４】
　一方、ステップＳ４０において、６種類の露出値による撮像が終了したと判定された場
合、処理は、ステップＳ４１に進む。
【００３５】
　ステップＳ４１において、表示制御部１５は、RAM１３に保存されているサムネイル画
像の一覧を表示部２４に表示させる。ユーザは、サムネイル画像の一覧から、所望の画像
を選択する。
【００３６】
　これに対応して、入力制御部１６から、ユーザの選択信号に対応する命令が入力される
ので、ステップＳ４２において、記録再生処理部４２は、記録媒体２３から、選択されな
かったJPEG画像を削除する。
【００３７】
　以上のように、撮像装置３１においては、数百万画素の画像が、露出値を変えて複数枚
実際に撮像され、撮像された画像が記録媒体２３に記録され、サムネイル一覧が表示され
る。そして、その一覧の中からユーザにより選択されなかったサムネイルに対応する画像
が、記録媒体２３から削除される。
【００３８】
　なお、これらの従来技術は、撮影後に、露出値の異なる複数枚の画像を確認することが
できるものであり、撮影前に設定を行うためのものではない。したがって、最終的に記録
するための通常画像を先に作成しておく必要があるので、RAM１３や記録媒体２３に多く
の領域が必要であることはもちろんのこと、ノイズリダクション・色収差補正・歪補正な
どの画像補正処理が必要となり、さらに多くのRAM１３や記録媒体２３の領域と処理時間
が必要となる。
【００３９】
【特許文献１】特開２０００－１２５１８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００４０】
　以上のように、撮影後に複数枚の画像を確認する技術は従来より存在するが、撮影前に
実際の撮影対象に適する設定を知るための技術は見当たらなかった。
【００４１】
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　また、上述したように、ユーザは、デジタルスティルカメラに設けられている「シーン
セレクション」モードの各「シーン」を使用することで、それぞれの風景に合った写真を
撮ることができることを漠然と知っている。しかしながら、ユーザにおいては、実際の撮
影対象に対しては、撮影前に、どの「シーン」を使うことで、どのような写真が撮影でき
るのかを把握しきれていないことが多かった。
【００４２】
　それらを把握するために各「シーン」設定を比較する方法としては、実際に撮影する前
に、１つずつ「シーン」を切り替えて入力画像を撮像して、確認するしかなかった。
【００４３】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、撮影前に、撮影対象に最適な設
定を簡単に知ることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００４４】
　本発明の一側面の撮像装置は、被写体を撮像する撮像手段と、前記撮像手段により撮像
された前記被写体の画像に対して決定される、撮影に関する複数の設定値からなるオート
撮影設定情報を取得する設定情報取得手段と、前記設定情報取得手段により取得された前
記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値が近い設定値を有する、前記
撮影に関する複数の設定値からなる撮影設定情報のリストである設定情報リストを作成す
るリスト作成手段と、前記設定情報リストの前記撮影設定情報を用いて撮像された前記被
写体の低解像度の画像の一覧表示を制御する表示制御手段とを備える。
【００４５】
　前記撮像装置における前記撮影に関する複数の設定を、前記一覧表示において選択され
た前記被写体の低解像度の画像に対応する前記撮影設定情報を用いて変更する撮像制御手
段をさらに備えることができる。
【００４６】
　前記リスト作成手段は、予め記憶されている前記撮影設定情報の中から、前記オート撮
影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値が近い設定値を有する前記撮影設定情報
を複数選択して、前記設定情報リストを作成することができる。
【００４７】
　前記リスト作成手段は、前記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値
が近い設定値を有する前記撮影設定情報を複数作成して、前記設定情報リストを作成する
ことができる。
【００４８】
　前記表示制御手段は、前記一覧表示に、前記被写体の低解像度の画像とともに、前記被
写体の低解像度の画像に対応する前記撮影設定情報も表示させることができる。
【００４９】
　前記表示制御手段は、前記撮像手段により前記被写体の画像が撮像されてから、前記被
写体の低解像度の画像の一覧表示を制御するまでの間、前記撮像手段により撮像された前
記被写体の画像の表示を制御することができる。
【００５０】
　本発明の一側面の撮像方法は、被写体を撮像する撮像手段を有する撮像装置が、前記撮
像手段により撮像された前記被写体の画像に対して決定される、撮影に関する複数の設定
値からなるオート撮影設定情報を取得し、取得された前記オート撮影設定情報のうち、少
なくとも１つの設定値の値が近い設定値を有する、前記撮影に関する複数の設定値からな
る撮影設定情報のリストである設定情報リストを作成し、前記設定情報リストの前記撮影
設定情報を用いて撮像された前記被写体の低解像度の画像の一覧表示を制御するステップ
を含む。
【００５１】
　本発明の一側面のプログラムは、被写体を撮像する撮像手段を有する撮像装置に、前記
撮像手段により撮像された前記被写体の画像に対して決定される、撮影に関する複数の設
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定値からなるオート撮影設定情報を取得し、取得された前記オート撮影設定情報のうち、
少なくとも１つの設定値の値が近い設定値を有する、前記撮影に関する複数の設定値から
なる撮影設定情報のリストである設定情報リストを作成し、前記設定情報リストの前記撮
影設定情報を用いて撮像された前記被写体の低解像度の画像の一覧表示を制御するステッ
プを含む処理を実行させる。
【００５２】
　本発明の一側面においては、撮像手段により撮像された前記被写体の画像に対して決定
される、撮影に関する複数の設定値からなるオート撮影設定情報が取得され、取得された
前記オート撮影設定情報のうち、少なくとも１つの設定値の値が近い設定値を有する、前
記撮影に関する複数の設定値からなる撮影設定情報のリストである設定情報リストが作成
される。そして、前記設定情報リストの前記撮影設定情報を用いて撮像された前記被写体
の低解像度の画像の一覧表示が制御される。
【発明の効果】
【００５３】
　本発明の一側面によれば、撮像した画像の一覧を表示することができる。また、本発明
の一側面によれば、撮影前に、撮影対象に最適な設定を簡単に知ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５４】
　図５は、本発明の一実施形態に係る撮像装置の構成例を示すブロック図である。
【００５５】
　この撮像装置５１は、例えば、デジタルスティルカメラなどで構成され、ユーザにより
選択された撮影モードで、被写体の画像を撮像し、撮像した画像を記録する。
【００５６】
　図５の撮像装置５１は、撮像部６１、撮像制御部６２、RAM(Random Access Memory)６
３、ROM(Read Only Memory)６４、オート設定情報取得部６５、設定値リスト作成部６６
、表示制御部６７、入力制御部６８、入力部６９、画像補正部７０、サイズ変更部７１、
JPEG(Joint Photographic Experts Group)エンコーダ７２、JPEGデコーダ７３、記録再生
処理部７４、記録媒体７５、および表示部７６で構成される。
【００５７】
　なお、以下においては、シャッタースピード、Ｆ値（絞り値）、およびホワイトバラン
ス値などの撮像装置５１における撮影に関する設定（撮影設定）の値を設定値と称し、そ
れらの設定値の組み合わせを設定情報と称する。
【００５８】
　撮像装置５１は、ユーザが選択可能な撮影モードとして、例えば、マニュアル設定モー
ド、オート設定モード、プログラム設定モード、シーンセレクション設定モード、および
一発設定モードなどを有している。
【００５９】
　マニュアル設定モードは、シャッタースピード、およびＦ値などの撮影に関する設定値
をユーザが任意に設定できるモードである。オート設定モードは、撮影状況（被写体の画
像）に応じて、最適なフォーカス、露出、およびホワイトバランスの値を決定するととも
に、決定した露出値となるようにシャッタースピードとＦ値を決定するモードである。
【００６０】
　プログラム設定モードは、ROM６４に予め記憶されているプリセット設定情報のうち、
ユーザ所望のプログラム設定情報で撮像を行うモードである。シーンセレクション設定モ
ードは、ROM６４に予め記憶されているプリセット設定情報のうち、ユーザ所望のシーン
設定情報で撮像を行うモードである。
【００６１】
　一発設定モードは、複数の設定情報を用いて撮像されたサムネイル画像の一覧を表示さ
せ、撮像装置５１の撮影設定を、一覧において選択されたサムネイル画像に対応する設定
情報に一発で設定するモードである。なお、この詳細は図６を参照して後述するが、サム
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ネイル画像の一覧には、オート設定モードの設定情報に基づいて作成される設定値リスト
の設定情報で撮像されたサムネイル画像が表示される。
【００６２】
　撮像部６１は、内蔵するCCD(Charge Coupled Device)やCMOS(Complementary Metal Oxi
de Semiconductor)センサなどの撮像素子上に被写体の画像を結像させ、撮像制御部６２
の制御のもと、撮像素子上に蓄積された画像をRAM６３に取り込む。このとき、撮像部６
１は、必要に応じて、記録用の数百万画素の画像（以下、通常画像と称する）と、表示部
７６に表示するためのVGA（Video Graphics Array:640×480程度）の画像（以下、ＥＥ画
像と称する）をRAM６３に取り込む。
【００６３】
　撮像制御部６２は、入力制御部６８からのユーザの操作信号に対応する命令やRAM６３
に記憶されている設定値リストに基づいて、撮像装置５１の撮影設定を変更して、撮像部
６１の撮像を制御する。また、撮像制御部６２は、撮影モードがオート設定モードの場合
には、オート設定情報取得部６５により取得されたオート設定情報の設定値となるように
、撮像装置５１の撮影設定を変更して、撮像部６１の撮像を制御する。
【００６４】
　RAM６３は、撮像部６１からの通常画像やＥＥ画像、画像補正部７０による補正済の通
常画像、サイズ変更部７１による補正・リサイズ済の通常画像、およびリサイズ済のＥＥ
画像であるサムネイル画像などを一時的に保存する。また、RAM６３は、設定値リスト作
成部６６により作成された設定値リスト、およびオート設定情報取得部６５により取得さ
れたオート設定情報なども記憶する。
【００６５】
　ROM６４は、所定のプログラムやプリセット設定情報などを記憶する。ROM６４には、プ
リセット設定情報として、例えば、各撮影状況に適するように予め設定された絞り、シャ
ッタースピード、露出補正値などの各設定値からなるシーン設定情報や、ホワイトバラン
ス値が最適なものとなるように予め設定された複数の設定値からなるプログラム設定情報
などが記録されている。
【００６６】
　オート設定情報取得部６５は、オート設定モードまたはプログラム設定モード時に、デ
フォルトの撮影設定で、撮像部６１により撮像され、RAM６３に取り込まれる現在の入力
画像に対するフォーカス、露出、ホワイトバランスなどを決定し、決定した露出値となる
ようにシャッタースピードとＦ値を決定する。すなわち、この入力画像は、デフォルトの
撮影設定で取り込まれており、補正等がなされていないオリジナルの画像である。
【００６７】
　オート設定情報取得部６５は、決定した入力画像に対する最適なフォーカス値、露出値
、ホワイトバランス値、シャッタースピード値、Ｆ値などの各設定値を、オート設定情報
として取得し、取得したオート設定情報を、RAM６３に保存する。
【００６８】
　設定値リスト作成部６６は、オート設定情報取得部６５により取得され、RAM６３に記
憶されているオート設定情報の少なくとも１つの設定値に基づいて、複数の設定情報から
なる設定値リストを作成する。作成された設定値リストは、RAM６３に記憶される。
【００６９】
　表示制御部６７は、入力制御部６８からのユーザの操作信号に対応する命令に基づいて
、GUI(Graphical User Interface)画像や、RAM６３の画像、サムネイル画像の一覧を表示
部７６に表示させる。
【００７０】
　入力制御部６８は、入力部６９からのユーザの操作信号に対応する各種命令を、対応す
る各部に供給する。例えば、入力部６９がタッチパネルで構成される場合、入力制御部６
８には、入力部６９から座標情報が入力される。入力制御部６８は、表示部７６に表示さ
れた操作ボタンの座標と、入力部６９から入力された座標とを比較し、いずれの操作ボタ
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ンがユーザにより操作されたのかを判定することで操作情報を得る。なお、説明の便宜上
、以下においても、入力制御部６８には入力部６９から操作信号が入力されると説明する
。
【００７１】
　入力部６９は、撮像装置５１の筐体に備えられるボタンおよびタッチパネルなどで構成
され、ユーザの操作に対応する信号を入力制御部６８に供給する。
【００７２】
　画像補正部７０は、RAM６３に取り込まれた通常画像に、ノイズリダクション・色収差
補正・歪補正などの所定の補正を行う。サイズ変更部７１は、RAM６３の補正済の通常画
像に対してリサイズを行い、補正・リサイズ済の通常画像を一時保存する。また、サイズ
変更部７１は、RAM６３に取り込まれたＥＥ画像に対して、サムネイル画像用のリサイズ
を行い、リサイズ済ＥＥ画像であるサムネイル画像を一時保存する。
【００７３】
　JPEGエンコーダ７２は、入力制御部６８からのユーザの操作信号に対応する命令に基づ
いて、RAM６３の補正・リサイズ済の通常画像をJPEG形式で符号化し、符号化したJPEG画
像を記録再生処理部７４に供給する。JPEGデコーダ７３は、記録再生処理部７４により読
み出されたJPEG画像を復号し、RAM６３に保存する。
【００７４】
　記録再生処理部７４は、入力制御部６８からのユーザの操作信号に対応する命令に基づ
いて、JPEGエンコーダ７２により符号化されたJPEG画像を記録媒体７５に記録したり、記
録媒体７５に記録されているJPEG画像を読み出し、JPEGデコーダ７３に供給する。
【００７５】
　記録媒体７５は、内蔵されるHDD(Hard Disk Drive)や外付けのFRASHメモリなどで構成
され、画像を記録する。表示部７６は、液晶画面などからなり、RAM６３の画像を表示す
る。
【００７６】
　なお、図５においては、一発設定モードの場合のデータ（画像）の流れの例を示してい
るため、他のモードの場合などに撮像される通常画像などは点線で示されている。すなわ
ち、一発設定モードの場合には、点線で示される通常画像は撮像部６１から取り込まれな
い。
【００７７】
　次に、図５の撮像装置５１の動作について説明する。例えば、ユーザが、撮像装置５１
の入力部６９を操作して、オート設定モードを選択する。入力制御部６８は、入力部６９
からのユーザの操作信号に対応して、撮像装置５１のモードを、オート設定モードに切り
替える。
【００７８】
　ユーザは、被写体に撮像部６１を向けて、入力部６９を構成する、図示せぬシャッター
ボタンを半押しする。撮像制御部６２は、入力制御部６８からのユーザの操作信号に対応
する命令に基づいて、撮像装置５１の撮影設定をデフォルトに設定し、撮像部６１に撮像
素子上に蓄積された現在の入力画像をRAM６３に取り込ませる。
【００７９】
　オート設定情報取得部６５は、撮像部６１により撮像素子上に蓄積された現在の入力画
像に対するフォーカス、露出、ホワイトバランスなどの設定値を決定し、決定した露出値
となるようにシャッタースピードとＦ値などの各設定値を決定する。撮像制御部６２は、
撮像装置５１の撮影設定を、オート設定情報取得部６５により決定された各設定値に変更
する。
【００８０】
　そして、ユーザにより図示せぬシャッターボタンが押されることで、撮像部６１は、撮
像素子上に蓄積された画像をRAM６３に取り込む。このとき、通常画像とＥＥ画像がRAM６
３に取り込まれる。
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【００８１】
　RAM６３に取り込まれた通常画像は、画像補正部７０により所定の補正が施され、サイ
ズ変更部７１によりリサイズされる。また、RAM６３に取り込まれたＥＥ画像も、サイズ
変更部７１によりリサイズされる。
【００８２】
　JPEGエンコーダ７２は、補正・リサイズ済の通常画像を（必要であれば、ＥＥ画像やリ
サイズ済のサムネイル画像も）JPEG形式で符号化し、符号化したJPEG画像を記録再生処理
部７４に供給する。JPEGエンコーダ７２により符号化されたJPEG画像は、記録再生処理部
７４により記録媒体７５に書き込まれる。
【００８３】
　次に、図６のフローチャートを参照して、撮像装置５１の一発設定処理について説明す
る。例えば、ユーザが、撮像部６１を被写体に向けながら、入力部６９を操作して、一発
設定モードを選択する。入力部６９からのユーザの操作信号に対応して、撮像装置５１の
撮影モードは、一発設定モードに切り替わり、図６の処理が開始される。
【００８４】
　入力部６９からの一発設定モードを選択したユーザの操作信号に対応して、ステップＳ
５１において、撮像制御部６２は、撮像部６１に、現在の入力画像をRAM６３上に保存さ
せ、表示制御部６７は、その入力画像を表示部７６に表示させる。
【００８５】
　すなわち、撮像部６１は、撮像素子上に蓄積された現在の入力画像を取り込み、RAM６
３に一時的に保存する。このとき、入力画像の解像度は、記録用の数百万画素であっても
よいし、VGA程度であってもよい。表示制御部６７は、撮像部６１により保存された現在
の入力画像を表示部７６に表示させる。
【００８６】
　なお、この入力画像の表示は、バックグラウンドで、ステップＳ５２乃至ステップＳ５
４が実行され、複数の設定情報が用いられて撮像されたサムネイル画像が作成される間の
数秒間（すなわち、作成されたサムネイル画像の一覧が表示されるまで）、表示され続け
る。
【００８７】
　これにより、数秒間という短い時間であるが、サムネイル画像作成中であり、対象とな
る被写体に撮像部６１を向けてほしいことをユーザに通知することができる。なお、明確
に、「サムネイル画像作成中です」などの文字を表示させておくこともできる。
【００８８】
　ステップＳ５２において、オート設定情報取得部６５は、RAM６３に保存された現在の
入力画像から、オート設定情報を取得する。すなわち、オート設定情報取得部６５は、RA
M６３の入力画像に対するフォーカス、露出、ホワイトバランスなどを決定し、決定した
露出値となるようにシャッタースピードとＦ値を決定する。オート設定情報取得部６５は
、決定した入力画像に対する最適なフォーカス値、露出値、ホワイトバランス値、シャッ
タースピード値、Ｆ値などの各設定値を、オート設定情報として取得し、取得したオート
設定情報を、RAM６３に保存する。
【００８９】
　ステップＳ５３において、設定値リスト作成部６６は、RAM６３のオート設定情報に基
づいて、設定値リストを作成する。
【００９０】
　設定値リスト作成部６６は、第１の設定値リスト作成方法として、オート設定情報の少
なくとも１つのある特定の設定値に着目し、ROM６４に記憶されているプリセット設定情
報から、それに近いプリセット設定情報をいくつか選択する。具体的には、設定値リスト
作成部６６は、オート設定情報の設定値のうち、ホワイトバランス値に着目して、ホワイ
トバランス値がオート設定情報のホワイトバランス値に近いプリセット設定情報をいくつ
か選択して、選択されたプリセット設定情報からなる設定値リストを作成する。
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【００９１】
　設定値リスト作成部６６は、第２の設定値リスト作成方法として、オート設定情報のあ
るいくつかの設定値を違いがわかる程度に少しずらして（その他の設定値は変えない）、
設定情報（以下、マニュアル設定情報と称する）を複数作成し、作成されたマニュアル設
定情報からなる設定値リストを作成する。
【００９２】
　なお、設定値リストにおいて、これらのプリセット設定情報とマニュアル設定情報が、
それぞれ混在されていてもよい。
【００９３】
　また、作成する際に注目される設定値は、１つの設定値でもよいし、複数種の設定値で
あってもよい。さらに、作成方法は、この２つに限定されず、オート設定情報に基づくも
のであれば、どのような作成方法であってもよい。
【００９４】
　図７は、設定値リスト作成部６６により作成される設定値リストの例を示す図である。
図７の設定値リストには、リスト番号「No.」、プリセット設定情報を識別する名前「プ
リセット名」、並びに、このプリセット設定情報を構成する３つの設定値として、シャッ
タースピードの設定値「S/S」、絞りの設定値「F値」、および露出補正の設定値「露出補
正値」が示されている。
【００９５】
　設定値リストの１番目には、S/S（シャッタースピード）の設定値「40（=1/40秒）」、
Ｆ値「F3.5」であり、露出補正値「0EV」で構成される、プリセット名が「SCN : Beach（
シーン設定情報：ビーチ）」であるプリセット設定情報が記録されている。
【００９６】
　設定値リストの２番目には、S/S（シャッタースピード）の設定値「100（=1/100秒）」
、Ｆ値「F3.5」であり、露出補正値「0EV」で構成される、プリセット名が「SCN : Lands
cape（シーン設定情報：風景）」であるプリセット設定情報が記録されている。
【００９７】
　設定値リストの３番目には、S/S（シャッタースピード）の設定値「40（=1/40秒）」、
Ｆ値「F3.5」であり、露出補正値「0EV」で構成される、プリセット名が「SCN : Soft Sn
ap（シーン設定情報：ソフトスナップ）」であるプリセット設定情報が記録されている。
【００９８】
　設定値リストの４番目には、S/S（シャッタースピード）の設定値「40（=1/40秒）」、
Ｆ値「F4.0」であり、露出補正値「0EV」で構成される、プリセット名が「PGM : Cloudy
（プログラム設定情報：曇天）」であるプリセット設定情報が記録されている。
【００９９】
　設定値リストの５番目には、S/S（シャッタースピード）の設定値「80（=1/80秒）」、
Ｆ値「F3.5」であり、露出補正値「0EV」で構成される、プリセット名が「PGM : Fluores
cent（プログラム設定情報：蛍光灯）」であるプリセット設定情報が記録されている。
【０１００】
　設定値リストの６番目には、S/S（シャッタースピード）の設定値「40（=1/40秒）」、
Ｆ値「F3.5」であり、露出補正値「+1.0EV」で構成される、プリセット名が「PGM : Inca
ndescent（プログラム設定情報：太陽光）」であるプリセット設定情報が記録されている
。
【０１０１】
　なお、図７の例においては、設定値リストが６つの設定情報で構成される例を説明した
が、６つに限らず、６つより少なくてもよいし、６つより多くてもよい。
【０１０２】
　図６に戻って、ステップＳ５４において、撮像装置５１の対応する各部は、図７の設定
値リストの設定情報を用いて、サムネイル画像作成処理を行う。ステップＳ５４のサムネ
イル画像作成処理の詳細は、図９を参照して後述するが、このサムネイル画像作成処理に
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より、設定値リストを構成する複数の設定情報が示す各設定値で被写体が撮像され、撮像
された画像に対応するサムネイル画像の一覧が表示部７６に表示される。
【０１０３】
　図８は、撮像装置５１の表示部７６に表示されるサムネイル画像の一覧表示の例を表し
ている。
【０１０４】
　図８の例においては、サムネイル画像８１乃至８６が表示部７６に表示されており、各
サムネイル画像８１乃至８６の下には、それぞれのサムネイル画像が対応する（サムネイ
ル画像が撮像されたときの設定値で構成される）設定情報が表示されている。
【０１０５】
　すなわち、サムネイル画像８１は、図７の設定値リストの１番目に記録されている設定
情報の各設定値で撮像された画像に対応するサムネイル画像である。また、サムネイル画
像８１の下には、サムネイル画像８１に対応する設定情報である「SCN : Beach［40 F3.5
 0EV］」が表示されている。なお、この設定情報は、設定値リストの１番目に記録されて
いる設定情報であり、その詳細な説明は図７を参照して上述したため、繰り返しになるの
で省略する。
【０１０６】
　サムネイル画像８２は、図７の設定値リストの２番目に記録されている設定情報の各設
定値で撮像された画像に対応するサムネイル画像である。また、サムネイル画像８２の下
には、サムネイル画像８２に対応する設定情報である「SCN : Landscape［100 F3.5 0EV
］」が表示されている。なお、この設定情報は、設定値リストの２番目に記録されている
設定情報であり、その詳細な説明は図７を参照して上述したため、繰り返しになるので省
略する。
【０１０７】
　サムネイル画像８３は、図７の設定値リストの３番目に記録されている設定情報の各設
定値で撮像された画像に対応するサムネイル画像である。また、サムネイル画像８３の下
には、サムネイル画像８３に対応する設定情報である「SCN : Soft Snap［40 F3.5 0EV］
」が表示されている。なお、この設定情報は、設定値リストの３番目に記録されている設
定情報であり、その詳細な説明は図７を参照して上述したため、繰り返しになるので省略
する。
【０１０８】
　サムネイル画像８４は、図７の設定値リストの４番目に記録されている設定情報の各設
定値で撮像された画像に対応するサムネイル画像である。また、サムネイル画像８４の下
には、サムネイル画像８４に対応する設定情報である「PGM : Cloudy［40 F4.0 0EV］」
が表示されている。なお、この設定情報は、設定値リストの４番目に記録されている設定
情報であり、その詳細な説明は図７を参照して上述したため、繰り返しになるので省略す
る。
【０１０９】
　サムネイル画像８５は、図７の設定値リストの５番目に記録されている設定情報の各設
定値で撮像された画像に対応するサムネイル画像である。また、サムネイル画像８５の下
には、サムネイル画像８５に対応する設定情報である「PGM : Fluorescent［80 F3.5 0EV
］」が表示されている。なお、この設定情報は、設定値リストの５番目に記録されている
設定情報であり、その詳細な説明は図７を参照して上述したため、繰り返しになるので省
略する。
【０１１０】
　サムネイル画像８６は、図７の設定値リストの６番目に記録されている設定情報の各設
定値で撮像された画像に対応するサムネイル画像である。また、サムネイル画像８６の下
には、サムネイル画像８６に対応する設定情報である「PGM : Incandescent［40 F3.5 +1
.0EV］」が表示されている。なお、この設定情報は、設定値リストの６番目に記録されて
いる設定情報であり、その詳細な説明は図７を参照して上述したため、繰り返しになるの
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で省略する。
【０１１１】
　なお、図８の例においては画像が２値で表わされているためその違いがよくわからない
が、サムネイル画像８１乃至８６は、それぞれ、異なる設定値で撮像されているため、実
際には、色合いやぼけぐあい、明るさなどが異なって表示される。
【０１１２】
　また、これらのサムネイル画像８１乃至８６の背景に、図６のステップＳ５１において
表示された現在の入力画像を、トーンを落としたり、透明度を高くして（サムネイル画像
表示の視認が悪くならない程度に）表示させておいてもよい。
【０１１３】
　ユーザは、サムネイル画像の一覧表示を見て、気に入った画質（色合いやぼけぐあい、
明るさなど）のサムネイル画像（例えば、サムネイル画像８１）を選択する。図８の例に
おいては、１つのサムネイル画像８１を選択すると、選択したことを示すカーソル８７が
ユーザにより選択されたサムネイル画像８１の周囲に表示されている。
【０１１４】
　図６に戻って、撮像制御部６２は、ステップＳ５５において、サムネイル画像が選択さ
れたか否かを判定する。ステップＳ５５において、サムネイル画像が選択されていないと
判定された場合、一発設定処理は、終了される。すなわち、撮像装置５１の撮影設定は変
更されずに終了される。
【０１１５】
　一方、ステップＳ５５において、サムネイル画像が選択されたと判定された場合、撮像
制御部６２は、ステップＳ５６において、撮像装置５１の撮影設定を、選択されたサムネ
イル画像８１に対応する設定情報が示す各設定値に変更する。このとき、表示制御部６７
は、元の撮影画面を表示部７６に表示させる。
【０１１６】
　以上のように、被写体の画像から取得されるオート設定情報に基づいて、複数の設定情
報からなる設定値リストを作成し、設定値リストの設定情報で撮像した低解像度の画像の
一覧を表示させるようにした。これにより、ユーザは、撮影前に、撮影対象に最適な設定
を簡単に知ることができる。
【０１１７】
　また、ユーザは、気に入った画像を選ぶだけの簡単な操作で、気に入った画像に対応す
る撮影設定に変更することができる。その結果、撮像装置５１の撮影設定は、ユーザが気
に入った撮影設定に設定されているので、あとは、ユーザが、被写体に撮像部６１を向け
て、図示せぬシャッターボタンを押すだけで、気に入った被写体の画像を得ることができ
る。
【０１１８】
　さらに、サムネイル画像の一覧表示においては、サムネイル画像とそのサムネイル画像
に対応する設定情報の各設定値を表示するようにしたので、ユーザは、設定値によって撮
像される画像がどのように変わるかを把握することができる。
【０１１９】
　次に、図９のフローチャートを参照して、図６のステップＳ５４のサムネイル画像作成
処理について説明する。
【０１２０】
　ステップＳ７１において、撮像制御部６２は、撮像装置５１の撮影設定を、図７の設定
値リストの第１番目の設定情報が示す各設定値に設定する。
【０１２１】
　ステップＳ７２において、撮像部６１は、撮像素子上に被写体の画像を結像させ、撮像
制御部６２の制御のもと、ＥＥ画像を、RAM６３に取り込む。サイズ変更部７１は、ステ
ップＳ７３において、RAM６３のＥＥ画像を、一覧表示用のサムネイル画像としてリサイ
ズし、ステップＳ７４において、サムネイル画像を一時RAM６３に保存する。
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【０１２２】
　ステップＳ７５において、撮像制御部６２は、設定値リストのすべての設定情報につい
ての撮像が終了したか否かを判定する。ステップＳ７５において、設定値リストのすべて
の設定情報についての撮像がまだ終了していないと判定された場合、処理は、ステップＳ
７１に戻り、それ以降の処理が繰り返される。
【０１２３】
　すなわち、ステップＳ７１においては、撮像制御部６２により、撮像装置５１の撮影設
定が、図７の設定値リストの次の設定情報（例えば、第２番目の設定情報）が示す各設定
値に設定される。そして、ステップＳ７２において、ＥＥ画像が取り込まれ、ステップＳ
７３において、ＥＥ画像がサムネイル画像としてリサイズされ、ステップＳ７４において
、サムネイル画像が一時保存される。
【０１２４】
　一方、ステップＳ７５において、設定値リストのすべての設定情報についての撮像が終
了したと判定された場合、ステップＳ７６において、表示制御部６７は、RAM６３に一時
保存されたサムネイル画像の一覧を表示部７６に表示させる。これにより、表示部７６に
は、図８を参照して上述したサムネイル画像の一覧が表示される。
【０１２５】
　以上のように、図９のサムネイル画像作成処理においては、撮影前に、撮影設定の違い
による色合いやボケ具合などの違いがわかる程度のサムネイル画像が作成されればよいの
で、ＥＥ画像を取り込むだけでよく、高解像度の通常画像を取り込む必要がない。
【０１２６】
　したがって、このサムネイル画像作成処理にかかる時間はほんの数秒間であるので、ユ
ーザは、ほんの数秒間、被写体に撮像部６１を向けておくだけで、複数の撮影設定で撮像
されたサムネイル画像の一覧を見ることができる。
【０１２７】
　なお、図９の例においては、撮影設定を変更して撮像してサムネイル画像を作成したが
、例えば、セピア調の画像のサムネイル画像などのように、オリジナルの入力画像からソ
フトウエア処理によりサムネイル画像が作成できるのであれば、その方法で作成してもよ
い。
【０１２８】
　また、設定値リストの設定情報数が多く、１画面にサムネイル画像が表示しきれない場
合には、サムネイル画像の一覧に、次へボタンを設けることで、表示しきれなかったサム
ネイル画像が表示されるページを表示させることもできる。
【０１２９】
　さらに、例えば、作成されたサムネイル画像の中にユーザ所望の画像がない場合には、
再度、別の設定値リストを作成させて、他の設定情報で撮像されたサムネイル画像の一覧
を表示させるようにすることもできる。例えば、第１の作成方法による設定値リストが用
いられて撮像されたサムネイル画像の一覧に、ユーザ好みの画像がなかった場合、第２の
作成方法による設定値リストが用いられて撮像されたサムネイル画像の一覧を表示させる
ことも可能である。
【０１３０】
　なお、ここで、撮影前に撮影設定のためのサムネイル一覧表示を行う図５の撮像装置５
１と、撮影後に設定を変えて撮像したサムネイル一覧表示を行う図１および図３を参照し
て上述した撮像装置１および３１とを比較する。
【０１３１】
　図１の撮像装置１は、図２の撮影記録処理を参照して上述したように、設定を変えて撮
像した複数枚の通常画像をRAM１３に一時保存する必要があるので、複数枚の通常画像分
のRAM１３のメモリ領域を必要とする。例えば、1000万画素の画像を６枚分一時保存する
ためだけに、１画素２バイトとした場合、120MBもの容量が必要となる。今後、さらに、
画像の画素数が増え、またサムネイル表示する画像数がさらに増える場合には、より多く
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のRAM１３のメモリ領域が必要となってしまう。
【０１３２】
　また、図３の撮像装置３１は、図４の撮影記録処理を参照して上述したように、設定を
変えて撮像した複数枚の通常画像をすぐにJPEG画像として記録媒体２３に書き込むため、
RAM１３のメモリ領域の消費を抑えることができる。しかしながら、図３の撮像装置３１
においては、JPEGエンコードおよび記録媒体２３への書き込み処理を複数枚分繰り返すこ
とにより、処理にかなりの時間が消費されてしまう。また、記録媒体２３の領域も必要と
なってしまう。
【０１３３】
　さらに、図１の撮像装置１および図３の撮像装置３１のどちらも、最終的に記録するた
めの通常画像を先に作成しておく必要があるため、ノイズリダクション、色収差補正、歪
補正などの画像補正処理が必要となる。この補正処理には、数秒ほどかかるものもあり、
さらに多くのRAM１３のメモリ領域と処理時間を必要としてしまう。
【０１３４】
　これに対して、図５の撮像装置５１のサムネイル画像作成処理は、従来の撮像装置１お
よび撮像装置３１と違い、あくまで通常画像を記録するための「撮影設定を変更する」目
的であるので、撮影設定の違いがわかる程度のサムネイル画像が撮像されればよく、通常
画像の撮影は、この処理においては不要である。
【０１３５】
　すなわち、図９のサムネイル画像作成処理には、図２のステップＳ１２およびＳ１４乃
至Ｓ１６、並びに、図４のステップＳ３２およびＳ３４乃至Ｓ３６に対応する処理が必要
ない。
【０１３６】
　したがって、従来の撮像装置１および撮像装置３１において必要としたような、通常画
像を一時的に保持しておくためのメモリや記録媒体の領域は不要であるとともに、画像補
正処理や記録媒体への書き込み処理のための工程や時間も必要としないため、より高速に
サムネイル画像を作成、表示することができる。
【０１３７】
　以上のように、図５の撮像装置５１においては、撮影前に、撮影設定を変更して撮像し
たサムネイル画像の一覧を表示して、選択されたサムネイル画像の撮影設定に変更するよ
うにした。これにより、ユーザは、撮影設定を変更する際に、どのような写真を撮ること
ができるかを一覧表示で確認しながら、設定を一発で変更することができる。したがって
、ユーザにとって、同じような写真を何枚も設定を変えて撮影する必要がなくなり、より
利便性を増大させることができる。
【０１３８】
　また、図５の撮像装置５１においては、設定値リストを作成する際に、現在の入力画像
に対するオート設定情報に基づいて、値の近い設定情報からなる設定値リストを作成する
ようにした。これにより、設定値リスト数が増えることを抑制するとともに、適する設定
情報からなる設定値リストを作成することができる。
【０１３９】
　さらに、図５の撮像装置５１においては、一覧表示として、サムネイル画像とともに、
サムネイル画像を撮像した設定情報を表示するようにした。これにより、ユーザは、シャ
ッタースピードやＦ値など、カメラに関する知識をさらに高めることができる。
【０１４０】
　なお、上記説明においては、デジタルスティルカメラとしての撮像装置５１を用いて説
明したが、本発明は、デジタルスティルカメラに限らず、デジタルビデオカメラや携帯電
話機など、撮像機能と表示機能を有するその他の電子機器にも適用することができる。
【０１４１】
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
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フトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュー
タ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが
可能な汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体からインストールされ
【０１４２】
　図１０は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１４３】
　CPU(Central Processing Unit)１０１、ROM(Read Only Memory)１０２、RAM(Random Ac
cess Memory)１０３は、バス１０４により相互に接続されている。
【０１４４】
　バス１０４には、さらに、入出力インタフェース１０５が接続されている。入出力イン
タフェース１０５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる入力部１０６、
ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部１０７、ハードディスクや不揮発性のメモリ
などよりなる記憶部１０８、ネットワークインタフェースなどよりなる通信部１０９、光
ディスクや半導体メモリなどのリムーバブルメディア１１１を駆動するドライブ１１０が
接続されている。
【０１４５】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU１０１が、例えば、記憶部１０８に記
憶されているプログラムを入出力インタフェース１０５及びバス１０４を介してRAM１０
３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１４６】
　CPU１０１が実行するプログラムは、例えばリムーバブルメディア１１１に記録して、
あるいは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル放送といった、有線
または無線の伝送媒体を介して提供され、記憶部１０８にインストールされる。
【０１４７】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０１４８】
　また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【０１４９】
　本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１５０】
【図１】従来の撮像装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】従来の撮像記録処理の例を説明するフローチャートである。
【図３】従来の撮像装置の他の構成例を示すブロック図である。
【図４】従来の撮像記録処理の他の例を説明するフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態に係る撮像装置の構成例を示すブロック図である。
【図６】図５の撮像装置の一発設定処理を説明するフローチャートである。
【図７】設定値リストの例を示す図である。
【図８】サムネイル画像の一覧表示の例を示す図である。
【図９】図６のステップＳ５４のサムネイル画像作成処理を示すフローチャートである。
【図１０】コンピュータのハードウエアの構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１５１】
　５１　撮像装置，　６１　撮像部，　６２　撮像制御部，　６３　RAM，　６４　ROM，
　６５　オート設定情報取得部，　６６　設定値リスト作成部，　６７　表示制御部，　
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６８　入力制御部，　６９　入力部，　７６　表示部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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